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ることが多くなり （Losada & Heaphy, 2004）、

























担 う 重 要 な 概 念 で あ る（Seligman & 
Csikszentmihalyi, 2000）。我が国では、肯定
的感情に関する心理学的実証研究はOtake, 
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される（Oatley & Jenkins, 1996）。
　感情の定義には“快適な軸と快適ではない
軸の２つの軸で構成されている”という要素








た （Fredrickson & Branigan, 2001）。 こ れ は
一つには、肯定的感情の多次元性に原因があ
ると考えられている。つまり、肯定的感情は、
個人の人格（Shiota, Keltner, & John, 2006）、






























































































































解き方を試み（Isen, Johnson, Mertz, & Robinson, 
1985）、柔軟な思考をし（Isen & Daubman, 
1984）、創造的な思考をし（Isen, Daubman, 
& Nowicki, 1987）、新しい情報を受け入れや
すくなる（Estrada, Isen, & Young, 1997）こ


















































































































































なく（Gil et al., 1997）、病気や疾患からの回
復が早く（Cohen & Pressman, 2006）、寿命





















Action Coding System （FACS）がある。EMG
が特定の筋肉のみの動きを測定するのに対し
て、FACSは顔の筋肉全ての動きを統合的に

































Positive and Negative Affect Scheduke
（PANAS; Watson, Weise, Vaidya, & Tellegen, 
1999）は、理論的な根拠に基づいてよく喚起
される肯定的感情と否定的感情のみを測定で
きる。The Multiple Affect Adjective Check List
（MAACL; Larsen & Sinnett, 1991）は、全て
の肯定的感情を測定できるが、PANASが肯
定的感情と否定的感情をそれぞれ８項目ずつ
の 合 計16項 目 で 測 定 で き る の に 対 し て、
MAACLは132項目で構成されるため、実験的
研究ではあまり使用されることはない。The 
m o d i f i e d  D i f f e r e n t i a l  S c a l e（m D E S ; 

















































































（Tiedens & Linton, 2006）。また、愛と友情と
性的欲求は、認知、行動、生理面に異なる効
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